課題研究基礎　授業進行表　１０回目
テーマ：レポート作成技術３
目　的：論文の定義と構成、執筆上の注意事項を理解し、報告型のレポートを作成できるようになる。
方　法：文章構造と文章表現を意識しながらレポートを書く。
配布物：ワークシート、レポート作成シート、小論文課題について
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本日の課題確認
　①レポートの校閲とは？
②論文で求められる文章表現とは？
③夏季休業中創造探究事業小論文課題とは？
本日の内容説明
	
・前回授業を継続し、論文文章構成を理解する。また、レポートを作成し、夏季休業中の小論文課題の作成方法を確認する。
	２



３

	１分
	結論の構成
結論の役割を理解する
結論
　・全体の要約を示すことを理解する
　・答えに対する批判的検討や展望が示す必要を理解する
	


・重複してよいので、再度、問い・結論・根拠を明確に示すよう説明する。
・模範解答は示さない。
	
４
５

	１分
	引用・参考文献
　根拠の示し方を理解する
	
・ルールを説明する。
	６

	20分
	レポート作成実習２
　プリントのメモをもとに、Classroomで配付済の資料を用いてレポートを作成する。
	
	
７　８
９

	10分
	校閲する
　校閲の意味を理解する
動詞と時制
　論文構成の特徴で、使用される動詞や時制が変わることを理解する

書き言葉
　接続詞や副詞の書き表現を理解する
	
・見直しではなく、内容の確認も含む。

・「言った」「思った」になりがちだが、論文では構成別に内容が決まっているので、使われる動詞や時制が決まってくる。
・章立てや内容整理の場面で使う数字の表記上の大きさを説明する。
・話し言葉と書き言葉の違いを説明する。
	
10
11



12 13

	14分
	夏の創造探究事業小論文について
　課題の作成方法を理解する
　
	・リサーチ・クエスチョンを理解させる。
・研究テーマを理解させる。
・レポートを作成する方法を理解させる。


・注意事項を指示する。


[bookmark: _GoBack]・小論文提出の形式や期限について説明する。創造探究事業で提出するレポートとは別の扱いとなる。
	14
15 16
17 18
19 20

21 22
23 24
25
26

	２分
	まとめ
	・本日の課題をペアで確認する。
	27


参考資料：沼崎一郎（2018）．『はじめての研究レポート作成術』．岩波ジュニア新書865
　　　　　戸田山和久（2012）．『新版　論文の教室』．NHK出版
　　　　　黒田圭（2012）．『この一冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』．日本実業出版社
　　　　　渡邉光太郎．（2017）．『シンプルに結果を出す人の５W１H思考』．すばる舎
